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流通システム標準普及推進協議会 会報 （流通 BMS ニュース №５）をお届け致します。 

2009 年 10 月～12 月、流通 BMS 普及説明会を全国主要５都市で開催し、総数 317 名の参加

を頂きました。本会報では、流通 BMS 普及説明会を特集し、情報提供致します。 

開催地区ごとの開催日、参加人数は、次の通りです。 

・ 札幌地区 (10 月 23 日、 54 名)  

・ 名古屋地区(11 月 6 日、133 名)  

・ 大阪地区 (11 月 20 日、 51 名)  

・ 広島地区 (11 月 27 日、 34 名) 

・ 福岡地区 (12 月 4 日、 45 名) 

普及説明会では、「流通 BMS 最新動向と今後の普及に向けて」「中堅・中小企業の導入企業の事例」

に加え、支援会員１５社（各地区３社）から「流通ＢＭＳ導入のポイント」について実務経験に基づ

く具体的な説明を実施しました。 

流通 BMS 協議会 HP で、普及説明会で使用した説明資料を公開しています。参照願います。 

（一部、事例紹介企業のご事情により、公開を控えさせていただいています。） 

流通 BMS 普及説明会のプログラムは、以下の通りです。 

 

札幌

名古屋

大阪

広島 ㈱平和堂 ㈱ハローズ

流通ＢＭＳ導入のポイント

イオンアイビス㈱ よつ葉乳業㈱ ウルシステムズ㈱ ㈱データ・アプリケーション ㈱ＨＢＡ

流通BMS最新動向と
今後の普及に向けて

中堅・中小企業の導入
事例

㈱リテイルサイエンス ㈱日立製作所 エヌアイシー・インフォトレード㈱

イズミヤ㈱
生活協同組合連合会
コープきんき事業連合

ユーザックシステム㈱ ㈱ワイ・ディ・シー ㈱ＮＥＣ情報システムズ

ユニー㈱ ㈱種清

㈱富士通中部システムズ㈱インテック ㈱サンレックス

福岡 ㈱ダイエー
㈱サンライフ

富士通エフ・アイ・ピー㈱ キヤノンITソリューションズ㈱グローバルサイン㈱
㈱西鉄ストア

 

 

本会報で、スーパー業界代表者による「流通 BMS 最新動向と今後の普及に向けて」と流通 BMS

導入企業による「中堅・中小企業の導入事例（札幌、名古屋）」をご報告いたします。次会報で、「中

堅・中小企業の導入事例（大阪、広島、福岡）」をご報告致します。 

 

また、昨年の流通 BMS フォーラム＆ソリューション EXPO（１１月１１日（水） 東京都港区の

ベルサール六本木で開催）のアンケート集計結果について、情報提供致します。 
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Ⅰ．流通ＢＭＳ策定の狙いと検討概要 

JCA 手順は、1980 年台初頭に日本チェーンストア協会（JCA）が、統一納品伝票を元に標準化

したものである。既に策定から 4 半世紀が過ぎ、消費者へ提供する新しい情報を提供するための新

しい手段が必要であり、機能的な限界を迎えていた。情報交換はもはや競争領域ではなく協調領域で

あるとの認識のもと、小売の実務担当者(当初 12 社)が集まり標準化の作業を進めた。あるべき論で

はなく現行業務を担保することに重点を置き、ビジネスモデルを確立した。業務プロセスをきちんと

整理した上でデータの使い方を決めた。 

・2005 年度：ＪＣＡ手順の課題を踏まえた標準仕様検討     ⇒ 流通 BMS Ver.0.5 作成 

・2006 年度：流通ＢＭＳの実装                ⇒ 流通 BMS Ver1.0 公開 

・2007 年度：流通ＢＭＳの商材拡大（アパレル、生鮮）     ⇒ 流通 BMS Ver.1.1 公開 

・2008 年度：流通ＢＭＳの精度向上、メッセージ拡大      ⇒ 流通 BMS Ver.1.2 公開 

・2009 年度：流通ＢＭＳの精度向上、メッセージ拡大（生鮮統合）⇒ 流通 BMS Ver.1.3 公開 

 

Ⅱ．5 年間に渡る検討内容 

これまでは小売が中心となって討議してきたが、生鮮及び物流(預り在庫)に関しては、卸が中心

となって討議を進めた。 

 

１．生鮮項目の追加概要と目的 

・基本形メッセージと生鮮メッセージの２つのメッセージが存在していることで、グロサリ等の商

材と生鮮商材を取扱っている企業は、２つのメッセージに対応する必要がありシステム上の負荷が

生じている。小売も卸も、１つのメッセージで全ての商材に対応できることを切望していた。従っ

て基本形メッセージに生鮮項目を統合することで、流通 BMS の普及が更に促進されると考えてい

る。 

 基本形メッセージへの生鮮項目の追加(35 項目を追加) 

1) 不定貫取引項目(区分と単位、重量等) 

2) 生鮮取引の特徴（出荷時に商品、原価ｅｔｃが決まるまたは変わる）のための項目 

3) 商品属性項目(原産エリア、等級、銘柄、商品状態区分等) 

 

講演者 

・札幌会場 ： イオンアイビス㈱ ビジネスサービス本部 本部長 宮崎厳氏 

・名古屋会場： ユニー㈱ 業務本部 システム物流部 執行役員 部長 角田吉隆氏 

・大阪会場 ： イズミヤ㈱ 情報技術部 部長 上山善弘氏 

・広島会場 ： ㈱平和堂 情報管理部 部長 中島勝氏 

・福岡会場 ： ㈱ダイエー システム物流本部 副本部長 村崎克己氏 

 

ひとこと 

・流通ＢＭＳは業務プロセスも標準化！ 

・Ver1.3 で普及が更に促進される！ 

 

流通ＢＭＳ最新動向と今後の普及に向けて ～スーパー業界の取り組み～ 
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２．物流センター対応の特殊与件  

 1)預り在庫型センター型 

預り在庫型センターと卸・メーカー間における業務プロセスを対象。 

①在庫補充勧告メッセージ ②入庫予定メッセージ ③入庫確定メッセージ ④在庫報告メッセ

ージの４つのメッセージをセンター／卸・メーカー間の「入庫に関わるプロセス」、「在庫

報告に関わるプロセス」、「不良在庫の引取に関わるプロセス」の３つの業務プロセスに適

用。 

 2)物流ラベル標準化 

流通 BMS の普及に合わせて物流ラベルの検討も進めた方が、より具体的に検討を進める事が

できる。また、物流ラベルに関する標準化も進めないと、流通ＢＭＳ普及の足かせになりかねな

いため物流ラベルに関する標準化の検討を並行して実施。物流ラベル(SCM ラベル)及びその付

帯帳票に関して標準化し、バーコード情報・ラベル印字項目他６項目を発注、出荷メッセージに

追加（2008 年度）した。 

3.中小企業への普及(Ｗｅｂ型ＢＭＳの制定) 

Web-EDI に関しては、簡単に導入出来るというメリットがある反面、フォーマットが統一され

ていない、入力の手間がかかる等の問題点がある。これらの問題点を持つ Web-EDI の拡大を抑止

するために、Ｗｅｂ型ＢＭＳを制定した。(スーパー業界にて検討) 

<Ｗｅｂ型ＢＭＳサービス提供条件> 

①流通 BMS の「Web-EDI 基準」を満たしていること。 

②流通 BMS の他の手順（ebXML、AS2、JX 手順）もサポートすること。 

（相手先に応じて必要な手順） 

－ 生鮮業界で利用するメッセージ － 
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Ⅲ．まとめ 

流通ＢＭＳは、プロトコルとデータ項目に加えて業務プロセスの標準化が特徴です。標準化を正

しく理解し、活用すれば必ずメリットが出る。Ｖｅｒ1.3 は、スーパー業界として３年間かけて取

り組んできた流通ＢＭＳの集大成であり、1 つのメッセージで卸、小売が全ての商材に対応できる

ようになった。Ver1.3 のリリースを契機に、流通ＢＭＳの導入条件は揃ったと考える。小売だけ

ではなく卸もメリットがあるので、相互の合意の元で今後 3 年間を目標に切り替えを推進してい

きたい。その為にも、導入費用の低減が重要であり SI ベンダーの皆様には安価なパッケージの提

供をお願いしたい。また、標準を維持していくためには正しい理解でいかに標準を遵守していくか

が重要である。そして今後、ますます普及推進活動が重要となってくる。皆様のご協力をお願いし

たい。 
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当社は、牛乳・乳製品の製造および販売を目的として 1967 年に設立された。現在の生乳生産量

は、全国の約 10％、北海道の約 20％を占めるに至っている。当社はまた、日本で初めて、ワンウ

エー方式（紙パック）により成分無調整牛乳の提供を行った乳業メーカーでもある。 

 

Ⅰ．流通 BMS 導入の背景 

07 年より得意先から流通ＢＭＳによる取引依頼が増加してきたため、当社としても流通ＢＭＳの

研究を進めていた。特に今後、安全・安心に求められる情報量の増加が予想される中、社会的責任を

果たすためにも流通ＢＭＳは必要不可欠な仕組みであると判断した。期を同じくして、汎用機で稼働

していたレガシーのＥＤＩシステムの信頼性や拡張性が限界となったため、流通ＢＭＳ導入も想定し

つつ、08 年にサーバベースの新ＥＤＩシステム基盤の整備を進めた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新ＥＤＩシステム基盤の概要 

企業概要 

・設  立 ： １９６７年 1 月 23 日 

・事業内容 ： 牛乳の処理・加工、乳製品の製造および販売、 

果汁飲料その他関連食品の製造および販売 

 ・従業員数 ： 628 名（2009 年 3 月 31 日現在） 

・売上高   ： 952 億円 （2008 年度） 

講演者：よつ葉乳業㈱ 財務部情報センター 課長 関崎 佳行 氏 

ひとこと 

・レガシーシステムから新 EDI システム基盤への移行に合わせて導入 

・システムベンダーに頼らない仕組みの採用によりランニングコストを低減 

・検品・出荷作業の前倒し着手、取引先ごとの流通ＢＭＳ対応工数の半減などの導入効果を実現 

・一層の普及促進に向けて、官民を挙げた導入の「きっかけ」作りなどにも期待 

札幌会場 中堅・中小企業の導入事例 よつ葉乳業㈱における流通ＢＭＳ導入事例 

 関崎佳行 氏 

汎用機汎用機

基幹業務システム

統合通信サーバ統合通信サーバ統合通信サーバ

通信制御

通信手順通信手順通信手順

FTP

JX手順
(流通BMS)

外部連携外部連携

回線サーバ回線サーバ回線サーバ

通信制御

通信手順通信手順通信手順

JCA

外部連携外部連携

ﾚｶﾞｼｰ EDI

公衆網

レガシー

EDIシステム

お得意先様お得意先様

流通BMS

IP網

流通BMS
EDIシステム

ﾚｶﾞｼｰ EDI

凡例凡例

ﾚｶﾞｼｰEDI

・JCA

・FTP

・Web-EDI

ROS3

BACREX

ＥＤＩサーバＥＤＩサーバＥＤＩサーバ

スケジューラによる回線サーバ制御スケジューラによる回線サーバ制御

連携機能連携機能連携機能

ファイル分割ファイル分割

マッピングマッピング

ジョブ連携ジョブ連携

コード変換コード変換
プラグイン
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Ⅱ．導入までの経緯 

流通ＢＭＳ導入にあたっては、システムベンダーに頼ることなく、自社で容易に追加設定が可能な

仕組みの採用により、ランニングコストの低減を図ることを目標とした。導入時期が早かったことも

あり、仕様面で不明確な部分も多々あったが、取引先ＩＴベンダーと一体となって理解に努めたこと

で、必要な機能を絞り込めみながら導入することができた。 

導入システムとしては、当社が Web サーバを所有しておらず、また業務的に日配の乳製品は、リ

ードタイムの関係から日に 1 回の定時タイミングによるデータ交換で十分だったことから、最終的

にクライアントＪＸ手順方式を選択した。 

09 年 10 月 23 日現在、流通ＢＭＳは 4 社と実稼働中であり、近日中にさらに 3 社追加の予定

である。 

 

Ⅲ．導入効果 

流通ＢＭＳの導入効果として、データ量の多い得意先では受注の通信時間が 30 分から 3 分へ約

1/10 に短縮されたことで、検品・出荷作業が前倒しで着手できる様になった効果が大きい。通信コ

ストも、従来の従量制から定額制へ変更されたことで削減が可能となった。またシステム構築作業面

では、従来は得意先ごとのシステム設定に早くても半月から約 1 ヶ月位要していたものが、現在で

は半月位で完了することが可能になっている。 

今後さらに、伝票レスが本格的に推進されていくことで、伝票（用紙）代に加えて、印刷や発行な

どに係わる事務費用の大幅な削減が見込まれる。 

 

Ⅳ．普及に向けた課題 

まだ 200 社以上の取引先と JCA 手順でやりとりしている当社にとって、流通ＢＭＳの普及拡大

が不可欠であり、そのためには以下の様な課題があると考えている。 

・着実な普及に向けた、より明確なメッセージやロードマップ 

・商品マスタ運用と対になった普及促進 

・小売、卸、メーカーが一体となった普及 

さらに流通ＢＭＳ導入推進のために、官民を挙げた「きっかけ」作りも必要であろう。「きっかけ」

の一例としては、例えば税制面での優遇措置などが考えられるのではないだろか。 

この他にも、流通ＢＭＳは標準化された仕組みなだけに、SaaS の様なサービスを安価に利用できる

ことも普及にとって大きなカギとなると考える。 
 
Ⅴ．今後の展開予定 

今後の本格普及に向けて、特に得意先からの要請に迅速に対応できる体制作りに加えて、利用促進

策として、流通ＢＭＳの積極的な選択や各種啓発活動への参加などを進めて行きたい。 
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Ⅰ．流通 BMS 導入の経緯と狙い 

情報志向型卸売業研究会（卸研）に参加し、会員企業とともに、流通 BMS の勉強を重ねたことが

背景にあり、本当にためになった。 

流通 BMS の導入目的は、取引先の物流変更に伴い、受注から納品までのリードタイムの短縮を図

ることである。JCA 手順から流通 BMS への移行性を確認するために、早期対応を目的に 2008 年

6 月に導入した。 

導入したシステムは、パッケージ導入によるサーバ型システムである。サーバ型システムを選択し

た理由は、以下の通りである。 

① EDI の自動化対応（PUSH 型によるリアルタイム処理） 

② データ量への対応（大容量データ交換への対応） 

③ システムの安全性（サーバ型モデルの安全性を評価） 

④ 将来の拡張性対応（接続取引先の増加を想定） 

 流通 BMS 導入の狙いは、運用面・システム面の両面がある。運用面からは、発注データ受信の大

幅な時間短縮により出荷時間を前倒しすることと、標準化システム導入による EDI 業務・物流業務の

効率化推進である。システム面からは、実際に実施してみないと分からないことが多いので拡大が予

想される流通 BMS に早めに対応しノウハウを蓄積することと、標準化システムを導入し将来的に個

別対応を無くし開発工数を削減することである。 

 

Ⅱ．流通ＢＭＳ導入の状況 

 流通 BMS 導入検討段階に、社内から標準化メッセージについて、以下のような疑問が噴出した。 

① 従来の JCA 手順のフォーマットとの関連付けが分からない、何故こんなに桁が長いの？ 

② こんなに多くの項目を基幹システムに取り込む必要はあるの？ 

③ オープン系の仕組みで禁則文字等入ってくる事はないの？ 

④ 全角項目に半角文字が混在する事はないの？ 

 このため、社内ではガイドラインの理解から始めた。メッセージの構造、各項目の意味付けを理解

するために、社内での流通 BMS 勉強会を実施し、セミナーにも参加した。IT ベンダーの協力を頂き、

システム運用、EDI サーバに関する疑問点を解消した。システム担当者は、項目数の増大と桁数の増

大に不安をもっていた。現行のJCA手順の項目と流通BMSの項目を比較するマッピングシートが、

システム担当者の不安解消に大きな効果をもたらした。 

流通 BMS のシステム構築までの期間は、検討期間（約 2 カ月）＋設計・開発期間（約 4 カ月）

企業概要 

・創  業 ： 明治 43 年 11 月（1910 年） 

・事業内容 ： 国内外の菓子卸売り・商品開発 

 ・従業員数 ： 248 名  （2009 年３月現在） 

・売上高   ： 671 億円 （2009 年３月実績） 

講演者：㈱種清 情報管理部 情報システム室 課長 永井博之 氏 

ひとこと 

・小売業には、システム切替において Web-EDI 導入決定前に、 

是非、流通 BMS の導入検討を 

・卸売業には、小売業から流通 BMS 導入要請には、積極的な対応を 

・IT ベンダーには、Web-EDI が多様化しないよう、流通 BMS を前面に提案を 

名古屋会場 中堅・中小企業の導入事例 ㈱種清における流通ＢＭＳ導入事例 

 永井博之氏 
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ＥＤＩ業務における効果

ＰＵＳＨ型による
効果

伝票レスの効果

通信方式による
効果

自動運転による
省力化、待ち時間なし

通信時間
約９５％削減

通信の安定性が向上
（通信エラーなし）

伝票関連コスト削減
月間：約６万枚

物流業務における効果

出荷・検品業務の
早期開始の効果
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②データ振分けマージ処理

ｂ社様用蓄積
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④ＦＴＰ送信処理

固定長
ＴＥＸＴ
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②固定長⇒ＸＭＬ 変換処理
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XML
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データ

データ送受信 管理システム
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ﾌｧｲﾙ

②データ振分けマージ処理

ｂ社様用蓄積
ﾌｧｲﾙ

＋テスト・移行期間（約 2.5 カ月）の約 7 ヵ月間である。期間内に基幹システムの改修を約 3 カ月

で実施した。 

システム構成は、流通 BMS 

EDI サーバを導入し、基幹システ

ムと連携させている。 

EDI サーバは、取引先からイン

ターネット経由でXMLデータ（発

注データ）を受信し、変換処理を

行い、固定長形式で基幹システム

に送信する。基幹システムは、受

信データから出荷・検品業務を実

施し、結果を固定長形式で EDI サ

ーバに送信する。EDI サーバは

XML 形式に変換し、取引先にイン

ターネット経由で XML データ（ASN データ）を送信する。 

Ⅲ．流通 BMS 導入による効果 

流通 BMS 導入による効果は、EDI・物流業務における効果とシステム開発での効果がある。 

EDI・物流業務における効果には、①通信時間②EDI・物流業務効果③伝票レス の３点がある。 

 ① 通信時間：発注データ受信時間は、従来 30 分～40 分が約 2 分となり、ASN データ送信時

間は、従来 15 分～20 分が約 1 分となった。また、JCA 手順での接続エラーが流通 BMS で

は発生せず、回線の安定度が高くなった。 

② EDI・物流業務効果：出荷・検品

業務の開始が早められ、作業に余

裕が生まれた。また、取引先への

ASN データの送信を早めること

ができた。 

③ 伝票レス：月間 60,000 枚の伝票

レス効果がある。 

・伝票代、保管コストが削減。 

・伝票の使用、廃棄量を削減し、 

  環境対策になっている。 

システム開発において、以下の①～③の効果実績（一部想定効果）がある。 

① EDI システム開発工数削減:：初期導入に約６カ月要したが、2 社目以降は標準化メッセージ

により、初期導入時の 1/3 の約 2 カ月を想定。 

② 物流ラベル導入による開発工数削減：流通 BMS 対応物流ラベル導入により開発工数を削減 

③ Version UP 対応時の開発工数削減：約 15 日で Version UP 対応実施(Ver1.1→Ver1.2) 

Ⅳ．まとめ 

流通 BMS 導入におけるポイントは、標準化メッセージのメリットを活かし、個社対応とならない

共有システムの基盤をつくり、サポート力のある IT ベンダーを選択することである。また、弊社の

今後の課題として、障害発生時の短時間での復旧対策がある。 

流通BMS 普及拡大のためには、小売業には、システム切替えにおいてWeb-EDI の導入決定前に、

是非流通 BMS の導入を検討していただきたい。また、卸売業には、小売業から流通 BMS 導入の要

請を受けた場合には積極的な対応をお願いする。IT ベンダーには、Web-EDI が多様化しないよう流

通 BMS を前面に提案をしていただきたい。 
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コーヒーブレイク  

～「よくあるご質問（ＦＡＱ）」～ 

 

Ｑ：IT ベンダーです。流通 BMS の提案を担当のお客様に行います。流通 BMS 協議会 HP の資料を

利用して、お客様に資料配布・説明を行います。資料の活用を行ってよろしいでしょうか？ 

Ａ：流通ＢＭＳ協議会 HP の資料を、どんどん活用してください。ただし、資料に流通 BMS 協議会

発行であることを明記してください。また、どの資料を活用したのか？事務局まで連絡してくだ

さい。出所：流通 BMS 協議会の表示を忘れないでネ！ 

 

 

 

Q：お取引先から、基本形 Ver.1.2 を使用するよう依頼されました。基本形 Ver.1.3 を使用しても

かまいませんか？ 

A：Ver.1.2 に存在しない項目（Ver.1.3 で追加された項目）を使用しない限り、問題ありません。 

  利用する機能範囲を、相対企業で確認してくださいネ！ 

 

Q：流通 BMS 運用ガイドラインをダウンロードしました。英語版の資料を探しましたが、見つか

りませんでした。英語版の資料はありませんか？ 

A：運用ガイドラインだけでなく、流通 BMS 関連ドキュメントには、英語版を準備しておりません。 

   

Q：XML スキーマパックを活用して、自社で開発した場合、自社製品に XML スキーマパックを同

封して購入者に販売できますか？ 

A：自社製品に XML スキーマを添付し、出荷することは差し控えてください。ご利用して頂くユー

ザー企業様から、利用登録をお願い致します。利用登録は、事務局で利用状況を把握し、XML

に問題があった場合、迅速にご連絡を行うことを目的としています。 

  利用登録を必ず行ってくださいネ！ 

 

 

出所：流通 BMS 協議会 

の表記を忘れないでネ！！ 

ＸＭＬスキーマパックの利用登録

を必ず行ってくださいネ！！ 
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2009 年 10 月～12 月、全国主要５都市で開催 

・来場者総数     317 名 

・アンケート回収総数 235 名（回収率 74％） 

■普及説明会アンケート内容 

問 1．本セミナーご参加の目的は何ですか？ 

問 2．流通 BMS に対する取り組み状況をお聞かせください。

（小売） 

問 3．流通 BMS に対する取り組み状況をお聞かせください。

（卸･メーカー） 

問 4．流通 BMS に対する取り組み状況をお

聞かせください。（IT 関連企業） 

問 5．受講者内訳 

 

・問３ 卸・メーカーアンケート 流通 BMS の導入検討を開始済み：７５％ 

（運用開始済み含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問４ IT 関連企業アンケート  製品化済み・製品化準備中：８０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問５ 参加者内訳 ユーザー企業（小売業、卸・メーカー）：４８％、ＩＴ企業・団体他：５２％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事務局より】 

・本アンケート集計結果を、流通 BMS 協議会 HP で公開いたします。 

31%

17%27%

25%
既に一部の小売業と運用を

開始

小売取引先説明会に参加、

導入に向けて準備中

小売からの連絡はないが、

社内で検討着手

連絡があってから対応

問３．流通ＢＭＳに対する取組み状況をお聞かせください。 

（卸・メーカー） 

57%

23%

11%

9%
既に製品化しておりユー

ザー企業から引き合いがあ

れば対応

製品化やユーザー企業への

提案に向けて準備中

これから検討を開始

未定

問４．流通ＢＭＳに対する取組み状況をお聞かせください。  

（ＩＴ関連企業） 

流通 BMS 普及説明会アンケート集計結果 

 
17%

28%

3%

32%

3%

10%

7%

小売業

卸売業

商品メーカー

ＩＴ企業

官公庁／業界団体

その他

無記入

問５．受講者内訳問５．受講者内訳

N=59 

N=150 

N=235 
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問３ 展示会は参考になりましたか？ 

 

 

2009 年 11 月 11 日、ベルサール六本木で開催した流通 BMS フォーラム&ソリューション EXPO

のアンケート結果(抜粋版)を報告します。 

 

【流通 BMS ソリューション EXPO 来場者アンケート】 

・来場者総数     ６００名 

・アンケート回収総数 ３８４枚 （回収率 64%) 

■来場者向けアンケート内容 

問 1．この展示会は、何でお知りになりましたか？ 

問 2．あなたのご職業、業種について 

問 3．展示会は参考になりましたか？ 

問 4．どのブースが参考になりましたか？ 

問 5．出展ブース数について 

問 6．会場の利便性について 

問 7．会場の運営について 

問 8．ご来場の目的 

問 9．自由意見 

・問１ 展示会の開催を、①正会員からの案内、②支援会員からの案内、③協議会からのメール  

の順で確認いただいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問２ 来場者の内訳 ユーザー企業：４５％、IT ベンダー・団体等：５５％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問３ 「大変参考になった」「まあまあ参考になった」の意見が、来場者の９6％を越える。 

 

 

 

 

 

 

 

136
37%

218
59%

10
3%

2
1%

大変参考になった

まあまあ参考になった

あまり参考にならなかった

全く参考にならなかった

流通 BMS フォーラム＆ソリューション EXPO アンケート集計結果 

問１ この展示会は、何でお知りになりましたか？ 

問２ 来場者の業種について 
6
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17
4%

190
49%
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問１ ＥＸＰＯに出展してよかったですか？ 

問２ どんな点がよかったか？または悪かったか？ 

【流通 BMS ソリューション EXPO 出展社アンケート】 

 

・アンケート送付数 24 社(※出展 29 社のうち、共同出展は窓口企業に送付) 

・アンケート回収数 17 社（回答率 7１%） 

・回答社名：㈱インターコム、㈱インテック、㈱HBA、㈱エス・エフ・アイ、 

NTT コミュニケーションズ㈱、キヤノン IT ソリューションズ㈱、㈱クライム、 

㈱サイバーリンクス、セイコープレシジョン㈱、㈱データ・アプリケーション、 

日本電気㈱、日本ベリサイン㈱、㈱ビット・エイ、富士通エフ・アイ・ピー㈱、 

ミツイワ㈱、ユーザックシステム㈱、㈱リテイルサイエンス(敬称略/順不同) 

■出展社向けアンケート内容 

問 1．EXPO に出展してよかったですか？ 

問 2．どんな点がよかったか？または悪かったか？ 

問 3．EXPO 会場運営・事務局対応について 

問 4．来年度出展しますか？ 

問 5．出展費用について 

問 6．出展ブースについて 

問 7．出展企業数について 

問 8．開催日数について 

問 9．開催時期について 

問 10．開催場所について 

問 11．その他 

・問１ 「大変良かった」「まあまあ良かった」が、回答 17 社すべて（１００％） 

自社ソリューション・製品の宣伝になった、との回答いただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問２ 出展内容が明確な展示会であり、集客も多く有意義であるとの意見が多数あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事務局より】 

・2010 年秋、東京地区で流通 BMS フォーラム＆ソリューションＥＸＰＯを開催致します。（予定） 
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協議会会員一覧 

１．正会員入会状況（2010 年 1 月１９日現在。47 団体） 

（財）家電製品協会 全日本婦人子供服工業組合連合会 日本石鹸洗剤工業会
酒類加工食品企業間情報ｼｽﾃﾑ研究会 （社）全日本文具協会 （社）日本ｾﾙﾌ・ｻｰﾋﾞｽ協会
情報志向型卸売業研究会 （社）全日本薬種商協会 （社）日本専門店協会
食肉流通標準化ｼｽﾃﾑ協議会 （社）大日本水産会 日本ﾁｪｰﾝｽﾄｱ協会
（財）食品産業ｾﾝﾀｰ （社）日本ｱﾊﾟﾚﾙ産業協会 日本ﾁｪｰﾝﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ協会

（財）食品流通構造改善促進機構
（社）日本医薬品卸業連合会
大衆薬卸協議会

（社）日本ﾄﾞｩ･ｲｯﾄ･ﾕｱｾﾙﾌ協会

（財）生活用品振興ｾﾝﾀｰ （社）日本衛生材料工業連合会 日本歯磨工業会
全国医薬品小売商業組合連合会 日本OTC医薬品協会 日本ﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ工業協同組合
全国卸売酒販組合中央会 （社）日本加工食品卸協会 日本百貨店協会
全国菓子卸商業組合連合会 （社）日本玩具協会 （社）日本ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ協会
全国化粧品日用品卸連合会 日本化粧品工業連合会 日本文紙事務器卸団体連合会
全国青果卸売協同組合連合会 日本GCI推進協議会 （社）日本ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰ･ﾁｪｰﾝ協会
（社）全国中央市場水産卸協会 有限責任中間法人　日本出版ｲﾝﾌﾗｾﾝﾀｰ （社）日本ﾚｺｰﾄﾞ協会
（社）全国中央市場青果卸売協会 日本ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ協会 （社）日本ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｼｽﾃﾑ協会
全日本菓子協会 （社）日本ｽﾎﾟｰﾂ用品工業協会 協同組合　ﾊｳﾈｯﾄ
全日本履物団体協議会 日本生活協同組合連合会  
２．支援会員入会状況（２０１０年 1 月１９日現在。12２社） （社名 50 音順） 

（株）ｱｲｼｰｴｽ ｵﾌｨｽﾌﾅﾔﾏ （株）ﾃﾞｰﾀ･ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ （株）ﾌｨﾝﾁｼﾞｬﾊﾟﾝ
（株）ｱｲﾃｨﾌｫｰ ｶｽﾄﾌﾟﾗｽ（株） ﾃｸﾄﾗﾝｼｽﾃﾑ 富士ｾﾞﾛｯｸｽ（株）
（株）ＩＴビジョナリー ｶﾝﾀﾞﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ（株） （株）ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝｾﾌﾟﾄ 富士ｿﾌﾄ（株）
（株）ｱｲﾈｯﾄ ｷﾔﾉﾝITｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ（株） （株）ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ 富士通（株）
（株）ｱｸﾞﾘｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ （株）ｸﾗｲﾑ 鉄道情報ｼｽﾃﾑ（株） 富士通ｴﾌ･ｱｲ･ﾋﾟｰ（株）
（株）あじょ K･ﾋﾞｼﾞﾈｽｻﾎﾟｰﾄ（株） （株）寺岡ｼｽﾃﾑ （株）富士通ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ
（株）ｲｰｳｪｰｳﾞ （株）ｺｽﾓｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑｽﾞ （株）寺岡精工 （株）富士通総研
ｲｰｻﾎﾟｰﾄﾘﾝｸ（株） 小林ｸﾘｴｲﾄ（株） 東芝ﾃｯｸ（株） （株）富士通中部ｼｽﾃﾑｽﾞ
（株）ｲｰﾈｯﾄ （株）ｺﾑｱｿｰﾄ 西日本ｵﾌｨｽﾒｰｼｮﾝ（株） ﾌｭｰﾁｬｰｱｰｷﾃｸﾄ（株）
（株）ｲｼﾀﾞ （株）ｻｲﾊﾞｰﾘﾝｸｽ 日経ﾒﾃﾞｨｱﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ（株） （株）ﾌﾟﾗｽ
伊藤忠ﾃｸﾉｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ（株） （株）さくらｹｰｼｰｴｽ （株）ﾆｯｾｲｺﾑ （株）ﾌﾟﾗﾈｯﾄ
（株）ｲﾝﾀｰｺﾑ （株）ｻﾄｰ 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ（株） （株）ﾌﾘｰﾎﾟｰﾄ
（株）ｲﾝﾃｰｼﾞ （株）ｻﾝﾚｯｸｽ 日本ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾘｰﾀﾞｰｽﾞｿﾌﾄｳｪｱ（株） （株）ﾍﾘｵｽ
（株）ｲﾝﾃｯｸ （株）CSKｼｽﾃﾑｽﾞ 日本経済新聞社 北陸ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｻｰﾋﾞｽ（株）
（株）ｲﾝﾌｫﾏｰﾄ GMOｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｲﾝ（株） 日本事務器（株） ﾎﾝﾀﾞﾛｼﾞｺﾑ（株）
（株）ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｼﾝｸﾞﾘｻｰﾁ （株）ｼﾞｪｲ･ｴｽ･ｴｽ 日本情報通信（株） ﾐﾂｲﾜ（株）
ｳﾞｨﾝｷｭﾗﾑ　ｼﾞｬﾊﾟﾝ（株） （株）JSOL 日本電気（株） 三菱電機ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（株）

ｳﾙｼｽﾃﾑｽﾞ（株） （株）ｼｽﾃﾑ・ﾄﾗｽﾄ 日本ﾋｭｰﾚｯﾄ･ﾊﾟｯｶｰﾄﾞ（株） 三菱電機ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑｽﾞ（株）

（株）ｴｲ･ｱｲ･ｴｽ ｼｬｰﾌﾟｼｽﾃﾑﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ（株） 日本ﾍﾞﾘｻｲﾝ（株） ﾕｰｻﾞｯｸｼｽﾃﾑ（株）
（株）ＨＢＡ ㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝｲﾝﾌｫﾚｯｸｽ 日本ﾕﾆｼｽ（株） （株）U-Think
（株）ｴｽ･ｴﾌ･ｱｲ 住商情報ｼｽﾃﾑ（株） 日本ﾗｯﾄﾞ情報ｻｰﾋﾞｽ（株） （株）ﾕｰﾌｨｯﾄ
（株）SJC 住友ｾﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ開発（株） （株）ﾆｭｰﾄﾗﾙ （株）ﾕﾆｯｸｽ
（株）S-Parts ｾｲｺｰﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ（株） （株）ﾈｸｽﾃｰｼﾞｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾌｰﾄﾞ（株）
ｴﾇｱｲｼｰ･ｲﾝﾌｫﾄﾚｰﾄﾞ（株） 創玄塾 （株）野村総合研究所 ﾗｲﾄｼｽﾃﾑｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株）
（株）NEC情報ｼｽﾃﾑｽﾞ ｿﾗﾝ（株） ﾊﾟﾜｰ･ﾜｰｸｽ（株） （株）ﾗｯｸ
NECﾊﾟｰｿﾅﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ（株） 大興電子通信（株） （株）日立情報ｼｽﾃﾑｽﾞ （株）ﾘﾃｲﾙｻｲｴﾝｽ
ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株） （株）大洋ｼｽﾃﾑﾃｸﾉﾛｼﾞｰ （株）日立製作所 （株）ﾘﾝﾈｯﾄ
ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｺﾑｳｪｱ（株） （株）ﾀﾄﾞﾗｰ 日立ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ（株） ﾛｼﾞ共働促進（株）
大阪市中央卸売市場 TIS（株） （株）ﾋﾞｯﾄ･ｴｲ （株）ﾜｲ･ﾃﾞｨ･ｼｰ
大阪商工会議所 （株）DTS （株）ひむか流通ﾈｯﾄﾜｰｸ
沖縄流通VAN（株） （株）TKC （株）ﾌｧｲﾈｯﾄ  
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 ＜編集後記＞   

                                 

流通ＢＭＳニュース №５いかがでしたか？ 

今回は、全国各地（札幌、名古屋、大阪、広島、福岡）の『流

通 BMS 普及説明会』を特集し、導入事例を中心にまとめました。 

導入事例では、大変貴重な情報を多数提供して頂きました。 

そのため、本号・次号の２回に分けて詳細説明内容をお伝えしま

す。今回「よつ葉乳業㈱、㈱種清」、次回「生活共同組合連合会コープきんき事業連合、㈱ハローズ、

㈱サンライフ」を提供します。 

 

２月から、新しい流通ＥＤＩ入門講座、流通 BMS 講座を開設します。 

①流通 EDI 入門講座         

これから流通業のシステムを担当される方、初心者の方に、流通業の特徴、流通業のシステム

標準の歴史を分かり易く説明します。 

②流通 BMS 講座（導入編） 

流通ＢＭＳ導入時の検討項目、自社業務運用と流通ＢＭＳの項目との関連を説明します。 

（Ver.1.3 特別講座内容を包含） 

③流通 BMS 講座（システム設計編） 

流通 BMS の導入、環境設定を自ら行う方に演習・理解度確認を通して実践的に説明します。 

 

各講座の第一回を以下のスケジュールで開催します。積極的な受講をお願いします。 

①流通 EDI 入門講座        ：２月２５日（参加料無料） 

②流通 BMS 講座（導入編）    ：３月１９日（参加料無料） 

③流通 BMS 講座（システム設計編）：３月２５日（参加料無料） 

今後も、各講座を定期的に開催いたします。 

流通 BMS 協議会 HP から、受講申込みをお願いします。 

       （や） 
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